
講演者（現地）用マニュアル 
1) 事前の準備 

講演者には，講演スライドを Zoomの画面共有機能を用いて表示することによ
り発表をしていただきます．そのために，ご自身の研究発表スライドの他に，
インターネットに接続し，スライドを表示できる機器（PC，タブレットな
ど）をご準備ください．インターネットへの接続については会場の eduroam 
をご利用ください。eduroam のアカウントがご自身の所属先で発行されてい
る場合はそれを取得してください．そうでない方は，実行委員会がゲストアカ
ウントを発行しますので，ご連絡ください．なお，マイクおよびカメラ機能は
必須ではありません． 

2) 講演直前の準備 

1. 当該のセッションの開始時刻の 20分程度前に，セッションホスト(SH)
が，Zoomミーティングを開始します．講演者はセッション開始の 10
分程度前までには，Zoom ミーティングに参加してください（各自の講
演開始の 10分前ではなく，セッション開始の 10分前です）．セッショ
ンそのものは座長が進行し，SHは Zoomミーティングを制御します．
名前の後ろに（座長）と表示されている人が座長です．名前が JSIAM x 
(名前) (ただし，x=d, e, f, g, h)となっている人が SHです． 

2. Zoomミーティングに参加できれば，Zoomの利用はできています．参
加できない場合は，いろいろな原因が考えられますが，一つには，Zoom
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のアカウントへサインインしていないことが考えられます．Zoomアカ
ウントにサインインしてから，再度お試しください（アカウントのない
方は無料アカウントをお作りください）．パスワードを忘れた場合は，
再設定してください． 

3. Zoomミーティングに参加したら，まず，「参加者」のところに，自分
の名前がフルネーム（講演申込で用いたもの）で表示されていることを
確認してください．もし，表示が正しくない場合は，Zoom のメニュー
から『参加者→私→詳細』を選択し，ご自身で表示が変更してくださ
い．複数の端末機器でミーティングに入っていただいて構いません（た
だし端末ごとに Zoomアカウントが必要になるのでご注意ください）．
また，マイク，スピーカー等は全て OFF にしてください．音声の管理
は会場の SHの PCで管理します（図 1のようなイメージです）． 

4. 次に，SHならびに座長（ならびにサブ座長）に，自分がこのセッション
での講演者であることを口頭で伝え，「共同ホスト」の権限を付与して
もらってください（これにより画面共有が可能になります）．そして，
実際に講演で用いるスライドを表示して画面共有ができるかどうかを確
認してください．同時に，音声が聴衆に届いている（雑音がない）かど
うかも確認してください．なお，ビデオ機能については，講演者の判断
でON/OFF を選択してください．（ビデオ機能をOFFにすれば，講演
者の姿形は、聴衆にはわかりません．） 

5. ただし，OSのなかには複数のセッションが連続する場合があります．後
半のセッションで発表する場合は，セッション間の 30分の休憩時間の中
で，上の 3と 4の準備をしてください．  

6. もし，セッションの途中から参加することになった場合には，理由の如
何を問わず，画面共有やマイクのテストはできません． 

7. もし，画面共有ができない，音声が届かないなどという問題が発生した
場合には基本的に，講演者ご自身に対処していただきます．（SHや座長
が原因を究明し解決策を指示することはいたしません．）講演開始時刻
までに問題が解決されない場合でも，講演は予定通り開始し（したがっ
て，この時間は無画面や無音の状態になります），終了します．なお，
この場合でも，講演自体は成立したことを認め，プログラムや講演予稿
集にはそのまま掲載します（下の 4)で述べるNo-showには該当しませ
ん）． 

3) 講演 

1. 座長から指名されたら，講演スライドを画面共有し，講演を始めてくだ
さい． 

2. 講演時間には，質疑応答，画面共有設定・解除の時間も含みます． 
3. 質問等への対処は座長（ならびにサブ座長）が行います．座長から指示
されたときのみ質問に答えてください．（チャットでの発言があったか
らといって，ご自身で，対処する必要はありません．）現地会場ではサ



ポート担当の学生がタイムキーパーを務め，10分で 1鈴，15分で 2
鈴，20分で 3鈴鳴らします．講演時間を超過した場合は，座長が直ちに
講演を終了させますので，座長の指示にしたがってください． 

4) No-show の扱いについて 

ご自身の講演の開始時刻になっても，当該のセッションに現れず，口頭講演を
行わなかった場合は，講演を放棄したとみなし，連合発表会終了半年後に一般
公開するプログラムと予稿集から，当該の講演のデータを削除いたします（し
たがって，削除された講演をご自身の研究業績として公表した場合は不正行
為となります）． 


